




Images of Hong Kong Seen by Toa Dobun Shoin Students 
in their Description in Showa Period
塩 山 正 純
SHIOYAMA Masazumi
愛知大学国際コミュニケーション学部
















































































８） ピークに関しては［大旅行誌 4: 176］等、記述も数多いが、イギリス及びイギリス人の植民地建設・
建設のスケールの大きさを景色にリンクさせて記述したものが目立つ。もう一方の夜景については、
［大旅行誌 13: 269］［大旅行誌 14: 295］［大旅行誌 13: 452］［大旅行誌 14: 210］［大旅行誌 14: 210］
［大旅行誌 12: 305］［大旅行誌 8: 263］［大旅行誌 15: 411］［大旅行誌 16: 141］など多数あり、夜景の
「美」そのものに感嘆する心情を記したものが多い。
９） 日本郵船株式会社船客課（1936）p. 21参照。さらに伊藤友治郎（1933）p. 5にも類似した記述がある。
40



























10） ［大旅行誌 24: 422］参照。




13） このほか［大旅行誌 19: 411］の「美しい香港の夜景に見とれ」、［大旅行誌 19: 522‒523］の「絢爛、
壮麗、筆力は之を形容するにあまりに薄弱」、［大旅行誌 20: 125］の「名高い香港の夜景」、［大旅行



































15） 三木（1911）p. 22参照。また、三木（1911）p. 21は「上海に比べては一層市街が繁華で建築は壮大」
なこと、林（1923）p. 12は「香港附近は石灰に富み、セメントの安価なること労銀比較的低廉なる」









































































21） ［大旅行誌 3: 420］及び［大旅行誌 9: 478］参照。
22） ［大旅行誌 15: 691］の記述「どうやらこふやら山の中腹の日本小学校に行き（中略）丁度教員が帰
国して住宅があいてゐるといふので、幸ひそれを借る事にした」参照。
23） 越村長次（1919）p. 43、鉄道院（1919）p. 421、香港日報社（1924）p. 60参照。
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24） 「旅費に乏しい身の安閑と香港に居る訳に行かぬ」［大旅行誌 6: 335］参照。




27） 「夜茘枝を食ふ、甘み云ひ難し」［大旅行誌 13: 177］参照。
28） ［大旅行誌 11: 200］参照。
29） ［大旅行誌 14: 548］参照。
30） ［大旅行誌 17: 477］参照。
31） 「学校よりは送金出来ぬ慎重行動せよとの返電を受けた」［大旅行誌 21: 45］ように限られた旅費を
やりくりして旅しているために、「食」に関してはかなり切り詰めていたことが想像できる。
32） ［大旅行誌 27: 265］参照。
33） ［大旅行誌 19: 409］、［大旅行誌 20: 120］参照。
34） ［大旅行誌 21: 16］参照。

































36） ［大旅行誌 29: 149］参照。
37） 海外事情研究会（1922）p. 284及び塩山（2017a）p. 156参照。
38） 日本郵船株式会社（1936）p. 12、日本郵船株式会社船客課（1936）p. 20参照。両者の記述は類似し
ている。
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度は経験すべき」［大旅行誌 18: 46］、「香港に遊ぶ者の誰もが経験する Peak Tramway」［大




























40） ［大旅行誌 20: 121］の「狭い島より空気の好い対岸の方が、と云ふ訳で今九龍に住んで島のオフイ
スに通つてゐる人が可成多い。其んな人達が朝夕のラツシユアワーに桟橋へと馳けるのだから、フエ
リーは実に忙がしい。こちらの桟橋へ着いてガチヤンとブランクを渡すと、降りる人乗る人が我先にと
列を作つて走り出す」や［大旅行誌 23: 160］、［大旅行誌 25: 460‒461］の記述による。
41） ［大旅行誌 21: 18］の「五分に一度のフエリーを待つ客」参照。
42） ［大旅行誌 30: 314］の「フエリーで十分位ひ」、［大旅行誌 21: 18］の「僅かフエリーで五分」参照。










































































52） このほか［大旅行誌 19: 233］、［大旅行誌 19: 410］、［大旅行誌 20: 318］、［大旅行誌 21: 43］、［大旅
行誌 22: 294］等もコースや景色、自動車の走る様子などを詳細に記録している。
















黒色の落付いた文字で記載されてあつた。Every ten minutes Ten Cents  Every half hour 20 




















































誌 8: 235］に、［大旅行誌 9: 479］、［大旅行誌 11: 203］を合わせて４例の記述があるが、昭和期には
日本人倶楽部に関する記述は見られなくなる。
57） このほか［大旅行誌 20: 37］、［大旅行誌 20: 318］、［大旅行誌 23: 77］、［大旅行誌 24: 421］、［大旅
行誌 24: 429］、［大旅行誌 28: 420］等にも歓迎会の記録がある。
58） このほか［大旅行誌 28: 433］、［大旅行誌 24: 430］、［大旅行誌 33: 354］等にも先輩諸氏やその周辺
から便宜を供された記述がある。
52

































































63） ［大旅行誌 8: 237］等は湾仔地区についてさらに詳細に記述している。





65） その他［大旅行誌 23: 347］、［大旅行誌 30: 310］等も湾仔に言及している。
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67） 例えば［大旅行誌 8: 236］、［大旅行誌 12: 304‒305］、［大旅行誌 14: 547］［大旅行誌 14: 552］等が
ある。
68） ［大旅行誌 30: 309‒310］「香港では依然としてこれ（贋造：筆者注）が横行してゐる。うつかりして
おれば十枚の中二三枚も掴みさうである。支那人は実に手ぎわよく、これを下へ落してみて、その音色
でとつさの中に判断する」参照。
69） ［大旅行誌 20: 120］「町の角で、MAGNOLIA雪䊏を売る支那人の大声も暑い」、［大旅行誌 28: 433］
「支那人つて奴は南京虫と同じで、昼の宿屋は静かですが、夜になると麻雀を打つは、胡弓を弾くは、
果ては妓女が押し掛けて来るはで、中々熟睡させてくれません」参照。










































































































































































78） “女招待” は『漢語大詞典』（1989第一版）第４巻 p. 259に “旧指服务性行业中雇佣来招待顾客的青年
女子（旧時サービス業で雇用され顧客の接待をした若い女性を指す：筆者訳）” とあり、老舎『老字号』
の用例を挙げる。［大旅行誌 30: 317］では広東料理店「大三園」のウエイトレスを指している。
79） ［大旅行誌 14: 295］の「一行のもの皆んな香港に住みたいと云つてる、すつかり気に入つたらしい」
その他の記述に拠る。
80） ［大旅行誌 17: 171］の「這麼都会地に長居すると、旅費がなくなるので、見るべき所も見残して立
たねばならぬ」参照。
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